
平成™›年 月™�日 木曜日 第œŸ ›号官 報
第
三

次
に
掲
げ
る
告
示
の
規
定
中
「
労
働
者
派
遣
事
業

の
適
正
な
運
営
の
確
保
及
び
派
遣
労
働
者
の
就
業
条
件

の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
」
を
「
労
働
者
派
遣
事
業
の

適
正
な
運
営
の
確
保
及
び
派
遣
労
働
者
の
保
護
等
に
関

す
る
法
律
」
に
改
め
る
。

一

平
成
十
二
年
労
働
省
告
示
第
七
十
五
号
（
港
湾
労

働
法
第
十
四
条
第
一
項
第
二
号
イ
の
規
定
に
基
づ
き

厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
基
準
を
定
め
る
件
）
本
則

二

平
成
十
二
年
労
働
省
告
示
第
七
十
六
号
（
港
湾
労

働
法
第
十
四
条
第
一
項
第
二
号
ロ
の
規
定
に
基
づ
き

厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
日
数
を
定
め
る
件
）
本
則

三

平
成
十
二
年
労
働
省
告
示
第
百
七
号
（
港
湾
労
働

法
第
三
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
雇
用
保
険

法
第
六
十
四
条
の
雇
用
福
祉
事
業
と
し
て
行
う
業
務

を
定
め
る
件
）
四

四

平
成
十
二
年
労
働
省
告
示
第
百
八
号
（
港
湾
労
働

法
第
三
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
あ
っ

た
件
）
表

五

労
働
者
派
遣
事
業
の
適
正
な
運
営
の
確
保
及
び
派

遣
労
働
者
の
就
業
条
件
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
第

四
十
条
の
二
第
一
項
第
二
号
ロ
の
規
定
に
基
づ
き
厚

生
労
働
大
臣
の
定
め
る
日
数
（
平
成
十
五
年
厚
生
労

働
省
告
示
第
四
百
四
十
六
号
）
題
名
及
び
本
文

六

厚
生
労
働
大
臣
の
所
掌
に
係
る
個
人
情
報
の
保
護

に
関
す
る
法
律
に
規
定
す
る
権
限
又
は
事
務
の
う
ち

都
道
府
県
労
働
局
長
等
に
委
任
す
る
も
の
、
委
任
を

受
け
る
職
員
の
官
職
及
び
委
任
の
効
力
の
発
生
す
る

日（
平
成
十
七
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
九
十
一
号
）

一
の
表

七

外
国
人
労
働
者
の
雇
用
管
理
の
改
善
等
に
関
し
て

事
業
主
が
適
切
に
対
処
す
る
た
め
の
指
針
（
平
成
十

九
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
二
百
七
十
六
号
）
第
二

八

労
働
安
全
衛
生
法
及
び
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
に
係

る
登
録
及
び
指
定
に
関
す
る
省
令
第
一
条
の
二
の
三

第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が

定
め
る
安
全
衛
生
推
進
者
等
養
成
講
習
の
講
習
科
目

の
範
囲
及
び
時
間
（
平
成
二
十
一
年
厚
生
労
働
省
告

示
第
百
三
十
五
号
）
第
一
条
の
表
安
全
衛
生
関
係
法

令
の
項

第
四

平
成
十
二
年
労
働
省
告
示
第
七
十
七
号
（
港
湾
労

働
法
第
二
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働

大
臣
が
定
め
る
基
準
を
定
め
る
件
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

一
中
「
労
働
者
派
遣
事
業
の
適
正
な
運
営
の
確
保
及

び
派
遣
労
働
者
の
就
業
条
件
の
整
備
等
に
関
す
る
法

律
」
を
「
労
働
者
派
遣
事
業
の
適
正
な
運
営
の
確
保
及

び
派
遣
労
働
者
の
保
護
等
に
関
す
る
法
律
」
に
、「
第
二

十
六
条
第
一
項
第
二
号
」
を
「
第
二
十
三
条
の
二
」
に

改
め
る
。

第
五

次
に
掲
げ
る
告
示
の
規
定
中
「労

働
者
派
遣
事
業

の
適
正
な
運
営
の
確
保
及
び
派
遣
労
働
者
の
就
業
条
件

の
整
備
等
に
関
す
る
法
律

」
を
「労

働
者
派
遣
事
業
の

適
正
な
運
営
の
確
保
及
び
派
遣
労
働
者
の
保
護
等
に
関

す
る
法
律

」
に
改
め
る
。

一

分
割
会
社
及
び
承
継
会
社
等
が
講
ず
べ
き
当
該
分

割
会
社
が
締
結
し
て
い
る
労
働
契
約
及
び
労
働
協
約

の
承
継
に
関
す
る
措
置
の
適
切
な
実
施
を
図
る
た
め

の
指
針（
平
成
十
二
年
労
働
省
告
示
第
百
二
十
七
号
）

第
２
の
５
の
]

二

労
働
者
に
対
す
る
性
別
を
理
由
と
す
る
差
別
の
禁

止
等
に
関
す
る
規
定
に
定
め
る
事
項
に
関
し
、
事
業

主
が
適
切
に
対
処
す
る
た
め
の
指
針
（
平
成
十
八
年

厚
生
労
働
省
告
示
第
六
百
十
四
号
）
第
２
の
２
の
\

及
び
第
４
の
３
の
\

三

事
業
主
が
職
場
に
お
け
る
性
的
な
言
動
に
起
因
す

る
問
題
に
関
し
て
雇
用
管
理
上
講
ず
べ
き
措
置
に
つ

い
て
の
指
針
（
平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
六

百
十
五
号
）
２
の
^

四

港
湾
雇
用
安
定
等
計
画
（
平
成
二
十
一
年
厚
生
労

働
省
告
示
第
八
十
七
号
）
３
の
]
の
イ
の
ß

五

建
設
雇
用
改
善
計
画
（
第
八
次
）（
平
成
二
十
三
年

厚
生
労
働
省
告
示
第
八
十
一
号
）
Ô
の
１
の
\
の
}

第
六

障
害
者
の
雇
用
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規

則
第
二
十
二
条
の
三
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労

働
大
臣
が
定
め
る
障
害
者
能
力
開
発
助
成
金
の
額
等
を

定
め
る
件
（
平
成
十
五
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
三
百
四

十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
第
八
号
中
「
労
働
者
派
遣
事
業
の
適
正
な
運

営
の
確
保
及
び
派
遣
労
働
者
の
就
業
条
件
の
整
備
等
に

関
す
る
法
律
」
を
「
労
働
者
派
遣
事
業
の
適
正
な
運
営

の
確
保
及
び
派
遣
労
働
者
の
保
護
等
に
関
す
る
法
律
」

に
、「
同
法
第
三
十
一
条
」
を
「
同
法
第
三
十
条
の
二
第

一
項
」
に
改
め
る
。

第
七

労
働
者
派
遣
事
業
の
適
正
な
運
営
の
確
保
及
び
派

遣
労
働
者
の
就
業
条
件
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
施
行

規
則
第
一
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労

働
大
臣
が
定
め
る
病
院
等
（
平
成
二
十
一
年
厚
生
労
働

省
告
示
第
十
九
号
）の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

題
名
及
び
本
文
中
「
労
働
者
派
遣
事
業
の
適
正
な
運

営
の
確
保
及
び
派
遣
労
働
者
の
就
業
条
件
の
整
備
等
に

関
す
る
法
律
施
行
規
則
」
を
「
労
働
者
派
遣
事
業
の
適

正
な
運
営
の
確
保
及
び
派
遣
労
働
者
の
保
護
等
に
関
す

る
法
律
施
行
規
則
」
に
改
め
る
。

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
二
千
二
百
十
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

三
十
三
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の

指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
。

平
成
二
十
四
年
九
月
二
十
七
日

農
林
水
産
大
臣

郡
司

彰

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

静
岡
県
島
田
市
・
榛
原
郡
川
根
本
町
（
以
上
一
市
一

町
に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の

防
備

三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

^

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ

る
。川

根
本
町
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

２

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐

採
種
を
定
め
な
い
。

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
五
百
十
九
号

薬
事
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
四
十
五
号
）
第
四

十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
日
本
薬
局
方
（
平
成

二
十
三
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
六
十
五
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二
十
四
年
十
月
一
日
か
ら
適
用

す
る
。
た
だ
し
、
こ
の
告
示
に
よ
る
改
正
前
の
日
本
薬
局

方
（
以
下
「
旧
薬
局
方
」
と
い
う
。）に
収
め
ら
れ
て
い
た

医
薬
品
（
こ
の
告
示
に
よ
る
改
正
後
の
日
本
薬
局
方
（
以

下
「
新
薬
局
方
」
と
い
う
。）に
収
め
ら
れ
て
い
る
も
の
に

限
る
。）で
あ
っ
て
同
年
十
月
一
日
に
お
い
て
現
に
同
法
第

十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
承
認
を
受
け
て
い
る
も
の

（
同
年
九
月
三
十
日
に
お
い
て
、
薬
事
法
第
十
四
条
第
一

項
の
規
定
に
基
づ
き
製
造
販
売
の
承
認
を
要
し
な
い
も
の

と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
の
指
定
す
る
医
薬
品
等
（
平
成
六

年
厚
生
省
告
示
第
百
四
号
）
に
よ
り
製
造
販
売
の
承
認
を

要
し
な
い
医
薬
品
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
る
医
薬
品
（
以

下
「
承
認
を
要
し
な
い
医
薬
品
」
と
い
う
。）を
含
む
。）に

つ
い
て
は
、
平
成
二
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
は
、
旧

薬
局
方
で
定
め
る
名
称
及
び
基
準
（
当
該
医
薬
品
に
関
す

る
部
分
に
限
る
。）は
新
薬
局
方
で
定
め
る
名
称
及
び
基
準

と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
、
新
薬
局
方
に
収
め

ら
れ
て
い
る
医
薬
品
（
旧
薬
局
方
に
収
め
ら
れ
て
い
た
も

の
を
除
く
。）で
あ
っ
て
平
成
二
十
四
年
十
月
一
日
に
お
い

て
現
に
同
項
の
規
定
に
よ
る
承
認
を
受
け
て
い
る
医
薬
品

（
承
認
を
要
し
な
い
医
薬
品
を
含
む
。）に
つ
い
て
は
、
平

成
二
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
は
、
新
薬
局
方
に
収
め

ら
れ
て
い
な
い
医
薬
品
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
も
の
と

す
る
。

平
成
二
十
四
年
九
月
二
十
七
日

厚
生
労
働
大
臣

小
宮
山
洋
子

（「
次
の
よ
う
」
は
省
略
し
、
改
正
全
文
を
厚
生
労
働
省

医
薬
食
品
局
審
査
管
理
課
及
び
地
方
厚
生
局
並
び
に
都
道

府
県
庁
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
五
百
二
十
号

薬
事
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
四
十
五
号
）
第
十

四
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
薬
事
法
第
十
四
条
第
一

項
の
規
定
に
基
づ
き
製
造
販
売
の
承
認
を
要
し
な
い
も
の

と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
の
指
定
す
る
医
薬
品
等
（
平
成
六

年
厚
生
省
告
示
第
百
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

し
、
平
成
二
十
四
年
十
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

平
成
二
十
四
年
九
月
二
十
七
日

厚
生
労
働
大
臣

小
宮
山
洋
子

表
製
造
販
売
の
承
認
を
要
し
な
い
医
薬
品
の
欄
中
第
百

十
五
号
を
第
百
十
七
号
と
し
、
第
八
十
六
号
か
ら
第
百
十

四
号
ま
で
を
二
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
八
十
五
号
を
第
八

十
六
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

八
十
七

ヒ
プ
ロ
メ
ロ
ー
ス
酢
酸
エ
ス
テ
ル
コ
ハ
ク
酸
エ

ス
テ
ル

表
製
造
販
売
の
承
認
を
要
し
な
い
医
薬
品
の
欄
中
第
八

十
四
号
を
第
八
十
五
号
と
し
、
第
二
十
一
号
か
ら
第
八
十

三
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
二
十
号
の
次
に
次

の
一
号
を
加
え
る
。

二
十
一

ク
口
ス
ポ
ビ
ド
ン

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
五
百
二
十
一
号

薬
事
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
六
年
政
令
第
十
一
号
）
第

二
十
条
第
一
項
第
七
号
（
同
令
第
七
十
二
条
に
お
い
て
準

用
す
る
場
合
を
含
む
。）及
び
薬
事
法
施
行
規
則
（
昭
和
三

十
六
年
厚
生
省
令
第
一
号
）
第
九
十
六
条
第
七
号
の
規
定

に
基
づ
き
、
薬
事
法
施
行
令
第
二
十
条
第
一
項
第
六
号
及

び
第
七
号
並
び
に
薬
事
法
施
行
規
則
第
九
十
六
条
第
六
号

及
び
第
七
号
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す

る
医
薬
品
（
平
成
十
六
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
四
百
三
十

一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二
十
四
年

十
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

平
成
二
十
四
年
九
月
二
十
七
日

厚
生
労
働
大
臣

小
宮
山
洋
子

第
二
号
中
108
を
110
と
し
、
79
か
ら
107
ま
で
を
81
か
ら
109

ま
で
と
し
、
78
を
79
と
し
、
そ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え

る
。80

ヒ
プ
ロ
メ
ロ
ー
ス
酢
酸
エ
ス
テ
ル
コ
ハ
ク
酸
エ
ス

テ
ル

第
二
号
中
77
を
78
と
し
、
20
か
ら
76
ま
で
を
21
か
ら
77

ま
で
と
し
、
19
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

20

ク
ロ
ス
ポ
ビ
ド
ン

›


		2012-09-26T14:50:49+0900
	C=JP, O=National Printing Bureau, CN=Vice President
	国立印刷局
	（なし）




